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10 月中旬に友人の K 子さんが「庭の柿がカラスに狙われ

ているの。少し早いけれど摘みましたから、召し上がってね」

とおっしゃって、たくさんの柿をくださいました。大好物で

す。でも、こんなに沢山、一度には食べられないので、干し

柿にすることにしました。皮を向いて、ヘタに紐を結わえ、

熱湯に 10 秒浸してから、バルコニーの竿に吊るしました。 

なぜか、その頃から急激に秋風や秋雨が押し寄せてきたようで、

あまり、お日様は味方してくれなかったのですが、毎日、揉んでみ

たりして、楽しみに眺めておりました。2 週間後に、これでよかろ

うと思い、取り込みました。たっぷりとした大きい干し柿ができま

した。試食した夫から「干し柿はこんな感じじゃないの？」との OK

もでました。一つずつラップにくるんで冷凍することにしました。

これで、しばらく自家製の干し柿を楽しむことができます。  

 私は子どもの頃、津軽で林檎と共に育ちましたが、生の柿は殆ど見当たりませんで、柿と言え

ば、干し柿でしたし、高級品だと考えておりました。お正月には干し柿を必ずお膾にいれたもの

です。大人になって、フレッシュな柿、熟しきった柿を手軽に食べられるようになった時、柿の

濃厚な甘さにすっかり魅せられてしまいました。もちろん、私にとっては、林檎の甘酸っぱさに

は生き返る思いがしますから、林檎が一番。ルーツが九州の夫には、ミカンが一番馴染んだ果物

でしょうから、冬にかけて、食卓に必ず置くことになります。柿もミカンも東洋の果物ですから、

聖書には出てきませんし、西洋人にはあまり馴染みがない果物です。柿は kaki と呼ばれている

ようです。ところが、現在、イスラエルでは種無し柿が生産され、シャロン・フルーツとして流

通し、人気があるようです。干し柿にはなっているでしょうか。 

 柿と言えば、私には父からもらった柿の絵柄の湯呑み茶碗があります。私好みのトリコロール

なのです。シロ地に、朱色の柿と、群青色の柿の葉がくっきりと鮮やかに描かれています。とて

も気に入っていますが、箱に入れて大事にしまっておいています。なぜなら、私は手に力が入ら

ず、持ったものを落とすクセ（？）があるのです。私の友人は「もう私たち、先行き、長くない

から、大事に取っておいた品物をどんどん普段使いにしなきゃ、それこそ、宝の持ち腐れ」と言

います。そのとおりですね。分かっていても、なぜか、眺めるだけになってしまっています。 

 


